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大森慎子「五十嵐浚明の作品に関する一考察」

│
二
│

五
十
嵐
浚
明
の
作
品
に
関
す
る
一
考
察

大
森　

慎
子

一
、
は
じ
め
に

越
後
絵
画
史
を
紐
解
く
時
、
新
潟
の
画
人
と
し
て
一
番
最
初
に
名
前
を
上
げ
ら
れ
る
の
が
、

五
十
嵐
浚
明
で
あ
る
。
越
後
絵
画
史
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
人
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
ま
り
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
。
新
潟
・
越
後
関
係
の
人
物
を
記
し
た
書
物
だ
け
で
な
く
、

全
国
レ
ベ
ル
の
近
世
画
人
を
記
し
た
古
い
文
献
に
も
必
ず
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

当
時
は
全
国
に
名
が
通
っ
た
画
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
献
に
見
ら
れ
る
交
流
の
あ
っ

た
主
な
人
物
に
は
、
竹
内
式
部
〔
註
1
〕、
宇
野
明
霞
（
士
新
）〔
註
2
〕、
片
山
北
海
〔
註
3
〕、

池
大
雅
〔
註
4
〕、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
幅
広
い
人
間
関
係
も
伺
わ
れ
る
。

五
十
嵐
浚
明
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
新
潟
の
美
術
史
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
た
研
究
者
や
郷
土
史
家
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
研
究
成
果
は
多
く

は
展
覧
会
や
講
演
会
と
い
う
形
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
の
図
録

や
論
文
、
そ
の
他
著
作
物
は
数
少
な
い
〔
註
5
〕。
こ
れ
は
、
五
十
嵐
浚
明
の
作
品
の
多
く
が

個
人
所
有
の
も
の
で
あ
り
、
作
品
の
所
在
を
た
ど
り
、
長
期
間
に
わ
た
る
根
気
の
い
る
調
査

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
著
作
物
等
に
は
残
し
に
く
い
こ
と
も
要
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
こ
で
は
、
五
十
嵐
浚
明
作
品
の
制
作
に
つ
い
て
、
一
考
察
を
記
す
こ
と
で
、
今
後
の
浚

明
研
究
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
う
。

二
、
五
十
嵐
浚
明
の
経
歴

名
は
安
信
、
後
に
浚
明
、
字
は
方
篤
（
方
徳
）、
後
に
孤
峰
、
号
は
穆
翁
、
竹
軒
。
元
禄

一
三
（
一
七
〇
〇
）
年
新
潟
町
の
商
家
佐
野
家
に
生
ま
れ
る
。
父
は
佐
野
義
直
。
し
か
し
、

幼
く
し
て
両
親
を
亡
く
し
、
家
が
絶
え
る
の
を
憐
れ
ん
だ
五
十
嵐
五
郎
兵
衛
に
引
き
取
ら
れ
、

育
て
ら
れ
る
〔
註
6
〕。
浚
明
は
こ
れ
に
恩
義
を
感
じ
、
佐
野
で
は
な
く
自
ら
五
十
嵐
姓
を
名

乗
っ
た
と
い
う
。
絵
は
幼
少
の
頃
か
ら
す
で
に
趣
を
そ
な
え
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
成

長
し
て
か
ら
は
家
業
を
継
ぎ
、
働
い
て
い
た
。

き
っ
か
け
は
不
明
で
あ
る
が
、
浚
明
三
十
歳
の
時
、
絵
師
を
志
し
、
江
戸
へ
出
て
狩
野
良

信
〔
註
7
〕
に
学
ぶ
。
し
か
し
、
狩
野
派
の
教
え
に
飽
き
足
ら
ず
、
一
年
ほ
ど
で
帰
郷
す
る
。

す
ぐ
に
京
へ
行
き
、
同
郷
の
竹
内
式
部
に
つ
い
て
経
学
を
修
め
、
宇
野
明
霞
の
門
に
入
る
。

梁
楷
、
張
平
山
に
私
淑
し
、「
そ
の
格
を
変
じ
」
た
と
い
う
〔
註
8
〕。
つ
い
に
は
、
狩
野
派

で
も
な
く
、
土
佐
派
で
も
な
く
、
南
宋
画
で
も
北
宋
画
で
も
な
い
独
自
の
画
境
を
開
き
、
そ

の
名
声
は
世
に
広
ま
っ
た
と
い
う
〔
註
9
〕。

寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
伊
藤
家
か
ら
嫁
い
だ
妻
と
の
間
に
長
男
の
顧
行
〔
註
10
〕
が
生

ま
れ
る
。
こ
の
頃
、
浚
明
は
新
潟
へ
帰
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
そ
し
て
、
延
享
元

（
一
七
四
四
）
年
に
は
十
四
年
間
の
京
都
で
の
生
活
に
区
切
り
を
付
け
、
越
後
新
潟
町
へ
帰
郷

す
る
。
こ
の
時
、
餞
別
と
し
て
、
宇
野
明
霞
か
ら
詩
「
送
法
橋
嵐
君
還
越
後
」
を
、
ま
だ
若

い
池
大
雅
か
ら
詩
画
「
渭
城
柳
色
図
」（
敦
井
美
術
館
所
蔵
）
を
、
竹
内
式
部
か
ら
詩
「
送

五
十
嵐
浚
明
君
還
越
後
」
を
贈
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
、
多
く
の
友
人
か
ら
詩
書
画
〔
註
11
〕

を
受
け
取
っ
て
い
る
。

宇
野
明
霞
の
詩
が
贈
ら
れ
た
の
は
浚
明
が
旅
立
つ
前
年
、
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
十
月

で
あ
る
。
詩
の
題
か
ら
、
こ
の
時
す
で
に
法
橋
位
を
得
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、

延
享
元
年
春
、
お
そ
ら
く
帰
郷
に
際
し
て
、
そ
の
前
に
法
眼
位
〔
註
12
〕
を
得
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

帰
郷
し
て
か
ら
は
、
一
度
も
新
潟
を
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
延
享
三

（
一
七
四
六
）
年
に
次
男
元
誠
〔
註
13
〕
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
後
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
三

男
元
敬
〔
註
14
〕
が
生
ま
れ
、
ま
た
後
に
女
の
子
が
生
ま
れ
て
い
る
。
三
人
の
息
子
た
ち
は
、

皆
絵
の
才
能
に
恵
ま
れ
て
い
た
。

新
潟
で
は
、
宝
暦
四
〜
六
年
と
飢
饉
が
続
き
、
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
の
四
月
下
旬
〜

五
月
上
旬
に
信
濃
川
及
び
阿
賀
野
川
各
地
で
破
堤
す
る
な
ど
し
て
、
多
く
の
困
窮
す
る
者
た

ち
が
出
る
と
、
浚
明
は
私
財
を
売
り
払
い
多
く
の
人
々
を
救
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
、
浚
明
六
十
歳
の
時
、
藤
原
大
納
言
（
柴
山
納
言
）〔
註
15
〕
よ

り
「
呉
」
姓
を
賜
る
。
以
後
、
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
に
呉
姓
を
返
上
す
る
ま
で
「
呉
浚
明
」

〔
註
16
〕
を
名
乗
る
。

宝
暦
一
二
（
一
七
六
二
）
年
七
月
五
日
、
在
京
時
代
に
知
己
を
得
て
い
た
三
浦
迂
斎
〔
註

17
〕
が
、
末
子
の
安
庸
を
伴
っ
て
訪
ね
て
来
る
。
翌
日
に
は
夜
更
け
ま
で
父
子
三
人
（
浚
明
、

顧
行
、
元
誠
）
の
絵
を
見
せ
、『
逆
旅
勧
盃
一
大
冊
子
』
を
贈
っ
て
い
る
。
迂
斎
ら
は
十
日
に

は
別
れ
を
告
げ
て
新
潟
を
発
つ
が
、
十
二
〜
十
八
日
に
岩
室
温
泉
で
逗
留
す
る
間
、
絵
を
習

わ
せ
る
た
め
に
息
子
を
新
潟
の
浚
明
の
家
へ
遣
わ
し
て
い
る
〔
註
18
〕。

明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
、
浚
明
六
十
六
歳
の
時
、
松
前
候
の
注
文
を
受
け
、
三
国
志
を

題
材
に
し
た
作
品
制
作
を
行
う
〔
註
19
〕。

明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
、
浚
明
六
十
七
歳
。
こ
の
頃
よ
り
、
浚
明
落
款
に
自
分
の
年
を

入
れ
始
め
る
。

明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
、
長
男
顧
行
が
二
十
八
歳
で
死
去
。
次
男
元
誠
が
二
十
五
歳
で

家
督
を
継
ぐ
。
し
か
し
、
家
督
は
ほ
ど
な
く
、
元
敬
に
譲
ら
れ
る
。

安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
、
次
男
元
誠
の
子
、
主
善
（
竹
沙
）〔
註
20
〕
が
生
ま
れ
、
翌
安

永
四
（
一
七
七
五
）
年
、
三
男
元
敬
の
子
、
其
正
（
北
汀
）〔
註
21
〕
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
二
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│
三
│

人
は
若
い
頃
、
合
作
を
い
く

つ
か
残
し
て
い
る
。

安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
、

後
桃
園
帝
〔
註
22
〕
の
勅
命

を
受
け
て
、
絹
三
枚
に
松

鶴
、
寿
老
人
等
を
そ
れ
ぞ
れ

描
い
た
も
の
と
、
唐
紙
に
祝

画
五
枚
を
描
い
た
も
の
を
軸

装
し
献
上
し
た
。
帝
は
こ
れ

に
対
し
歌
所
の
山
科
中
納
言

に
五
色
の
歌
を
作
ら
せ
、
浚

明
に
賜
っ
た
。
ま
た
こ
の
事

に
対
し
、
翌
年
安
永
七

（
一
七
七
八
）
年
に
は
、
越

後
長
岡
藩
主
の
牧
野
忠
精
よ

り
銀
子
五
枚
が
賞
賜
さ
れ
た

〔
註
23
〕。

天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
、

自
ら
の
死
期
を
悟
っ
た
浚
明

は
、
白
山
神
社
に
詣
で
、
両

親
の
墓
を
参
り
、
親
戚
を
歴

訪
し
て
最
後
の
別
れ
を
告

げ
、
医
師
三
浦
東
里
〔
註

24
〕
ら
に
看
取
ら
れ
そ
の
生

涯
を
終
え
た
〔
註
25
〕。

以
上
、
基
礎
的
な
文
献

〔
註
26
〕
に
加
え
、
諸
先
輩

の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
も

踏
ま
え
た
上
で
、
浚
明
の
経

歴
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み

た
。
こ
こ
で
は
あ
ま
り
触
れ

な
か
っ
た
が
、
浚
明
に
と
っ

て
竹
内
式
部
の
存
在
が
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は

『
北
越
詩
話
』
で
も
言
及
さ

れ
て
い
る
。
父
母
へ
の
敬
愛

の
念
が
特
に
強
か
っ
た
浚
明
が
、
十
四
年
も
の
間
、
京
都
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
や
、
浚

明
の
突
然
の
帰
郷
、
帰
郷
後
は
新
潟
を
出
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
呉
姓
を
賜
っ
た
こ
と
や

名
乗
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
竹
内
式
部
と
の
関
わ
り
と
の
中
で
浚
明
の
生
涯
を
見
直
す

こ
と
は
、
浚
明
像
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
今
後
必
要
で
あ
ろ
う
。

浚
明
が
始
め
に
画
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
が
僧
可
存
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
人

物
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
息
子
た
ち
の
ほ
か
に
浚
明
に
絵
を
学
ん
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
の
は
、
廣
嶋
維
明
〔
註
27
〕、
森
蘭
斎
（
登
明
）〔
註
28
〕、
芳
明
〔
註
29
〕
な
ど
が

い
る
。
松
尾
芭
蕉
の
弟
子
各
務
支
考
に
俳
句
の
才
を
認
め
ら
れ
た
加
賀
の
千
代
女
〔
註
30
〕

も
京
都
で
浚
明
に
画
を
学
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

浚
明
の
孫
の
世
代
で
は
、
元
誠
の
長
子
の
江
戸
で
活
躍
し
た
主
善
（
竹
沙
）、
地
元
で
医
師

と
な
っ
た
二
男
の
主

、
元
敬
の
長
子
其
正
（
北
汀
）、
二
男
の
其
遠
（
榕
堂
）、
巌
田
家
へ

嫁
い
だ
浚
明
の
娘
の
子
怒
卿
（
洲
尾
）〔
註
31
〕
も
ま
た
、
詩
書
画
と
も
優
れ
た
才
能
を
発
揮

し
た
。
浚
明
の
子
や
孫
に
学
ん
だ
者
も
少
な
く
な
い
。

絵
画
で
有
名
な
浚
明
で
あ
る
が
、
書
も
風
格
の
あ
る
良
い
作
品
を
残
し
た
。
さ
ら
に
、
詩

文
も
残
さ
れ
て
お
り
、
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
の
雲
洞
編
『
北
越
古
今
詩
選
』、
文
化
九

（
一
八
一
二
）
の
巌
田
洲
尾
著
『
萍
踪
録
』、
文
化
一
一
（
一
八
一
四
）
年
の
同
じ
く
洲
尾
の
『
謳

盟
集
』
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
今
に
伝
わ
る
。
新
潟
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
五
十
嵐
浚

明
詩
稿
』（
全
四
冊
）〔
註
32
〕
な
ど
も
当
時
の
浚
明
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
今
後
の
さ

ら
な
る
研
究
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

西
暦

和
暦

干
支

年
齢

関
連
記
事　
（　

）
内
数
字
は
年
齢
を
表
す

一
七
〇
〇

元
禄
一
三

庚
辰

1

新
潟
の
商
家
佐
野
家
に
生
ま
れ
る
。

幼
い
頃
両
親
を
亡
く
し
五
十
嵐
五
郎
兵
衛
に
育

て
ら
れ
る
。

一
七
二
九

享
保
一
四

己
酉

30

江
戸
に
出
て
狩
野
良
信
に
学
ぶ
も
、
一
年
ほ
ど

で
帰
郷
す
る
。

※
竹
内
式
部
（
17
）
京
へ
上
り
大
徳
寺
家
に
仕

え
る
。

帰
郷
後
す
ぐ
に
京
へ
上
る
。

竹
内
式
部
に
つ
き
経
学
を
修
め
る
。

一
七
四
三

寛
保　

三

癸
亥

44

長
子
顧
行
生
ま
れ
る
。

十
月　

宇
野
士
新
よ
り
「
送
法
橋
嵐
君
還
越
後
」

を
贈
ら
れ
る
。

一
七
四
四

延
享　

元

甲
子

45

仲
春
池
大
雅
（
22
）
よ
り
《
渭
城
柳
色
図
》（
敦

井
美
術
館
所
蔵
）
を
贈
ら
れ
る
。

三
月　

竹
内
式
部
（
33
）
よ
り
「
送
五
十
嵐
浚

明
君
還
新
潟
」
を
贈
ら
れ
る
。

法
眼
位
を
叙
せ
ら
れ
る
。

五
十
嵐
浚
明
帰
郷
す
る
。

一
七
四
六

延
享　

三

丙
寅

47

次
子
元
誠
生
ま
れ
る
。

一
七
五
七

宝
暦　

七

丁
丑

58

飢
饉
や
洪
水
に
よ
り
困
窮
す
る
人
々
を
、
書
画

古
器
を
売
り
払
い
、
家
財
を
傾
け
て
救
う
。

一
七
五
八

宝
暦　

八

戊
寅

59

※
七
月　

宝
暦
事
件
に
よ
り
竹
内
式
部
幕
府
に

捕
え
ら
れ
る
。

一
七
五
九

宝
暦　

九

己
卯

60

※
五
月　

竹
内
式
部
京
都
か
ら
追
放
さ
れ
る
。

公
卿
芝
山
納
言
よ
り
「
呉
」
姓
を
与
え
ら
れ
る
。

一
七
六
二

宝
暦
一
二

壬
午

63

七
月　

三
浦
迂
斎
が
末
子
安
庸
を
伴
い
訪
ね
て

来
る
。「
逆
旅
勧
盃
一
大
冊
子
」
を
贈
る
。

一
七
六
六

明
和　

三

丙
戌

67

こ
の
こ
ろ
よ
り
、
落
款
に
年
齢
を
入
れ
始
め
る

一
七
六
七

明
和　

四

丁
亥

68

※
八
月　

竹
内
式
部
が
明
和
事
件
で
連
座
し
て

八
丈
島
へ
の
流
刑
と
な
る
。

※
十
二
月　

竹
内
式
部
、
八
丈
島
へ
向
か
う
途

上
三
宅
島
に
て
没
（
56
）

一
七
六
八

明
和　

五

戊
子

69

九
月　

新
潟
湊
騒
動
起
こ
る
。
新
潟
明
和
事
件

起
こ
る
。

一
七
六
九

明
和　

六

己
丑

70

「
呉
」
姓
を
返
上
し
、
五
十
嵐
姓
に
復
す
る
。

一
七
七
〇

明
和　

七

庚
寅

71

長
子
顧
行
没
（
28
）。
次
子
元
誠
が
家
を
継
ぐ
。

こ
の
後
程
な
く
家
督
は
三
子
元
敬
に
譲
ら
れ
る
。

一
七
七
四

安
永　

三

甲
午

75

元
誠
の
子　

主
善
（
竹
沙
）
生
ま
れ
る
。

一
七
七
五

安
永　

四

乙
寅

76

元
敬
の
子　

其
正
（
北
汀
）
生
ま
れ
る
。

一
七
七
七

安
永　

六

丁
酉

78

後
桃
園
帝
の
勅
命
を
受
け
画
幅
を
献
じ
、
歌
所

山
科
中
納
言
の
五
色
の
歌
を
賜
る
。

一
七
七
八

安
永　

七

戊
戌

79

天
皇
に
画
を
献
じ
た
褒
美
と
し
て
長
岡
藩
主
牧

野
忠
精
よ
り
銀
子
五
枚
を
賜
る
。

一
七
八
一

天
明　

元

辛
丑

82

八
月
十
日　

五
十
嵐
浚
明
没
。
十
五
日
善
導
寺

に
葬
る
。
法
名　

孤
峰
院
俊
明
義
大
居
士

一
七
八
二

天
明　

二

壬
寅

片
山
北
海
が
誌
銘
を
撰
す
。
善
導
寺
境
内
に
文

政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
竹
沙
と
弟
主

、
洲

尾
の
兄
志
遠
ら
に
よ
り
碑
が
建
立
さ
れ
る
。

一
八
〇
〇

寛
政
一
二

庚
申

元
誠
に
応
じ
柴
野
邦
彦
（
栗
山
）
撰
、
巻
菱
湖

書
に
よ
る
誌
銘
が
作
ら
れ
る
。
碑
は
、
明
治

二
二
（
一
八
八
九
）
年
浚
明
五
世
の
孫
泰
安
に

よ
り
、
古
山
文
静
の
協
力
を
得
て
新
崎
の
太
古

山
日
長
堂
に
建
立
さ
れ
た
。

五十嵐浚明関係年譜　岩田多佳子氏作成年表（2007年 3 月10日新潟市歴史博物館「新潟・文人去来」展関連講座「五十嵐浚明について」資料）を基に改編。　※は竹内式部関係。

化財調査概要』より）を基に一部加筆。

（『平成 25 年度新潟市文

廣
嶋

芳
明

森
蘭
斎
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大森慎子「五十嵐浚明の作品に関する一考察」

│
四
│

三
、
五
十
嵐
浚
明
の
作
品

五
十
嵐
浚
明
の
作
品
に
つ
い
て
、『
画
乗
要
略
』（
天
保
三
〔
一
八
三
二
〕
年
）
に
は
「
人

物
に
長
ず
。
設
色
に
工
な
り
。
書
を
善
く
し
、
名
を
一
時
に
著
す
」
と
あ
る
。
橘
南
谿
『
北

窓
瑣
談
』（
文
政
一
二
〔
一
八
二
九
〕
年
）
で
は
、
大
雅
、
蕪
村
、
蕭
白
、
祇
園
南
海
ら
と
名

を
並
べ
て
「
皆
所
謂
唐
画
に
て
各
一
家
の
風
有
り
。」
と
書
か
れ
、「
唐
画
」
つ
ま
り
、
中
国

風
の
絵
を
描
い
た
画
家
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
に
千
葉
市
美
術
館
と
三
重
県

立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
蕭
白
シ
ョ
ッ
ク
‼　

曾
我
蕭
白
と
京
の
画
家
た
ち
」
展
で
は
、

蕭
白
前
史
の
唐
画
の
画
家
の
一
人
と
し
て
、
浚
明
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
舟
江
遺
芳

録
』（
大
正
三
〔
一
九
一
四
〕
年
）
に
よ
れ
ば
、「
終
に
狩
野
に
非
ず
、
土
佐
に
非
ず
、
南
北

二
宋
の
外
別
に
門
戸
を
開
く
、
名
声
四
方
に
籍
甚
た
り
、
新
浦
情
話
に
曰
ふ
『
画
工
五
十
嵐

氏
、
世
以
て
其
妙
手
を
唱
へ
、
中
古
画
絵
の
冠
と
し
て
遠
近
珍
宝
す
』
と
、
山
水
人
物
皆
之

を
善
く
し
、
最
も
設
色
及
水
墨
に
巧
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

五
十
嵐
浚
明
の
作
品
は
、
人
物
を
描
い
た
も
の
が
多
い
が
、
人
物
で
も
墨
画
の
も
の
と
、

彩
色
の
も
の
と
で
は
大
き
く
描
き
方
も
違
っ
て
い
る
。
ま
た
、
唐
画
と
し
て
の
位
置
付
け
は

特
に
水
墨
作
品
に
お
い
て
そ
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
が
、
大
和
絵
風
の
絵
も
わ
ず
か
な
が
ら
残

さ
れ
て
い
る
。
狩
野
派
風
の
作
品
、
土
佐
派
風
の
作
品
、
唐
画
的
作
品
（
南
宗
画
・
北
宋
画
）、

水
墨
の
山
水
、
人
物
、
鳥
獣
な
ど
、
画
題
も
描
法
も
様
々
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
浚
明
の
代
表
的
な
作
品
を
中
心
に
い
く
つ
か
特
徴
別
に
見
て
み
た
い
。

（
1
）
設
色
人
物
画

こ
の
特
徴
は
、
鮮
や
か
な
色
彩
と
丁
寧
な
筆
遣
い
に
よ
る
描
写
で
あ
る
。

代
表
さ
れ
る
の
が
武
者
絵
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
三
十
六
歌
仙
図
、
中
国
を
題
材
に
し
た

も
の
、
肖
像
画
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
少
し
ず
つ
描
き
方
が
異
な
っ
て
い
る
。

武
者
絵
は
、
敦
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
《
宇
治
川
先
陣
図
》（
明
和
八
〔
一
七
七
一
〕
年
）
に

代
表
さ
れ
、
細
や
か
な
筆
遣
い
で
繊
細
に
人
物
や
馬
を
描
く
。《
毘
沙
門
天
》〔
図
1
〕（
方
篤

落
款
）
に
お
い
て
は
、
衣
文
に
は
太
い
輪
郭
線
を
使
う
も
の
の
、
色
鮮
や
か
な
衣
装
に
細
か

な
紋
様
を
施
す
な
ど
し
て
い
る
。
群
像
を
描
い
た
も
の
と
し
て
は
、
Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送
所
蔵

の
《
屋
島
合
戦
図
》（
安
永
元
〔
一
七
七
二
〕
年
）
が
あ
る
。
小
さ
な
画
面
に
、
義
経
と
弁
慶
、

那
須
与
一
が
扇
の
的
を
射
ぬ
く
場
面
や
、
し
こ
ろ
引
き
な
ど
の
場
面
が
細
か
く
描
か
れ
て
い

る
。
松
や
土
坡
の
表
現
が
大
和
絵
的
で
、
細
か
い
分
析
ま
で
は
こ
こ
で
は
で
き
な
い
が
、
狩

野
探
幽
が
描
い
た
《
東
照
宮
縁
起
絵
巻
》（
日
光
東
照
宮
所
蔵
）
な
ど
の
和
漢
融
合
が
見
ら
れ

る
表
現
に
近
い
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
新
潟
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
新
潟
大
神
宮
所
蔵
の
《
三
十
六
歌
仙
図
》

〔
図
2
〕
で
は
、
描
く
対
象
が
平
安
貴
族
や
僧
侶
な
ど
の
歌
人
で
あ
る
た
め
、
よ
り
大
和
絵
的

な
描
き
方
と
な
っ
て
い
る
。

三
国
志
や
中
国
武
将
を
描
い
た
作
品
で
は
、
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
・
万
代
島
美
術
館
所

蔵
の
六
曲
一
双
の
屏
風
《
中
国
武
将
図
屏
風
》
や
、
昨
年
三
条
市
歴
史
民
俗
産
業
資
料
館
で

展
示
さ
れ
た
《
孔
明
謀
事
姜
維
を
伏
す
図
屏
風
》〔
註
33
〕
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
明

和
二
（
一
七
六
五
）
年
松
前
候
に
依
頼
を
受
け
て
『
三
国
志
』
を
題
材
に
し
た
作
品
制
作
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
下
絵
《
画
稿　

孔
明
図
》
と
《
画
稿　

張
飛
図
》〔
図
3
〕
の
二
枚
が
残

さ
れ
新
潟
市
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
色
彩
を
施
し
て
い
る
が
、
日
本
の
武
将
図
と
は
輪
郭
線
の
描
き
方

な
ど
、
ま
た
違
っ
た
趣
き
で
描
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
松
や
土
坡
、
波
の
描
き
方
な

ど
は
、
水
墨
で
描
く
も
の
と
似
て
い
る
。

肖
像
画
に
関
し
て
は
、
浚
明
四
十
歳
の
作
品
、
新
潟
市
江
南
区
横
越
に
あ
る
宗
賢
寺
の
「
宗

〔図 1〕《毘沙門天》新潟市歴史博物館所蔵

〔図 2〕《三十六歌仙図》部分　新潟大神宮所蔵

〔図 4〕《笑山全悦像》部分　宗賢寺所蔵

左〔図 3〕《画稿 張飛図》新潟市歴史博物館所蔵
右〔図 5〕魯山玄璠賛《天神湧現図》
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新潟市美術館・新潟市新津美術館研究紀要　第 3号（2015年 3 月）

│
五
│

賢
寺
歴
世
住
職
頂
像
画
十
九
幅
」
の
一
点
《
笑
山
全
悦
像
》（
元
文
四
〔
一
七
三
九
〕
年
）〔
図

4
〕（
新
潟
市
指
定
文
化
財
）
や
、
浚
明
四
十
六
歳
、
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
に
描
か
れ
た

魯
山
玄
璠
賛
《
天
神
湧
現
図
》〔
図
5
〕
な
ど
が
あ
る
。
肖
像
画
と
い
っ
て
も
、
現
存
す
る
人

物
を
描
い
た
も
の
で
は
な
い
が
、
人
物
の
特
徴
を
捉
え
、
輪
郭
線
を
は
っ
き
り
と
描
い
た
も

の
で
、
他
を
題
材
に
し
た
人
物
と
は
ま
た
違
っ
た
描
き
方
を
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。《
天
神

湧
現
図
》
の
天
神
・
菅
原
道
真
公
は
、
あ
た
か
も
目
の
前
に
実
在
す
る
か
の
よ
う
な
リ
ア
ル

な
描
き
方
を
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
色
彩
を
使
っ
た
人
物
図
と
い
う
と
、
神
社
の
境
内
の
絵
馬
〔
註
34
〕
な
ど
が

あ
る
。
こ
の
う
ち
兵
庫
県
高
砂
市
の
高
砂
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
《
洗
馬
図
》〔
図
6
〕〔
註

35
〕
で
は
、
浚
明
が
水
墨
で
描
く
人
物
表
現
に
近
い
、
や
や
面
長
な
顔
や
、
首
が
や
や
前
傾

し
詰
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
衣
文
の
鮮
や
か
な
筆
さ
ば
き
な
ど
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

（
2
）
設
色
花
鳥
画

近
年
、
い
く
つ
か
の
浚
明
の
屏
風
作
品
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
彩
色
を
施
し
た
花
鳥
図

を
描
い
た
優
品
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
浚
明
が
花
や
鳥
を
描
い
た
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
に

は
《
牡
丹
に
小
禽
図
》、《
白
鷹
図
》
な
ど
、
掛
幅
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
人
物
画
に

比
べ
る
と
圧
倒
的
に
数
少
な
い
。

三
年
ほ
ど
前
に
新
潟
市
歴
史
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
六
曲
一
双
通
絵
の
《
群
鶴
図
屏
風
》

〔
図
7
〕
は
、
浚
明
の
技
巧
の
奥
深
さ
と
、
力
量
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。
右
隻
に
は
、

若
松
が
林
立
す
る
中
に
低
い
姿
勢
を
取
る
鶴
の
一
群
が
い
る
。
中
の
一
羽
が
聞
こ
え
て
く
る

声
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
鳴
声
を
上
げ
て
い
る
。
左
隻
に
は
、
竹
が
自
生
す
る
岩
場
で
首

を
伸
ば
し
て
鳴
き
交
わ
す
鶴
た
ち
が
描
か
れ
る
。
こ
の
両
者
の
間
に
は
、
岩
場
の
方
向
を
向

き
、
一
列
に
な
っ
て
首
を
縮
め
て
休
む
一
群
が
描
か
れ
る
。
白
い
羽
毛
部
分
は
胡
粉
を
使
い

細
い
筆
で
毛
の
表
現
を
描
き
加
え
、
羽
毛
や
足
の
輪
郭
線
は
点
線
で
描
く
も
、
質
感
の
違
い

を
点
線
の
密
度
や
大
き
さ
を
変
え
て
描
き
分
け
て
い
る
。
左
右
に
奥
行
と
広
が
り
の
あ
る
作

品
で
、
一
体
的
な
趣
あ
る
作
品
に
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
浚
明
の
技
量
が
存
分
に
発
揮
さ
れ

た
作
品
と
い
え
る
。

ま
た
、
新
潟
市
中
央
区
西
堀
の
正
福
寺
の
《
梅
花
丹
頂
鶴
図
／
柳
牡
丹
白
鷺
図
》
屏
風
〔
図

8
〕
は
、
昨
年
新
潟
市
の
文
化
財
調
査
が
行
わ
れ
、
岩
田
多
佳
子
氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
報
告

書
が
書
か
れ
て
い
る
。〔
註
36
〕
金
砂
子
を
用
い
て
描
か
れ
た
雲
が
左
隻
右
隻
と
も
描
か
れ
、

静
か
な
華
や
ぎ
が
品
よ
く
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
右
隻
に
は
紅
梅
の
古
木
と
、
左
上
か

ら
飛
翔
し
て
降
り
て
く
る
丹
頂
鶴
の
一
群
が
描
か
れ
、
左
隻
に
は
雪
が
積
も
っ
た
柳
と
牡
丹
、

柳
の
上
に
二
羽
の
白
鷺
が
描
か
れ
る
。
報
告
書
で
は
、
こ
れ
ら
は
吉
祥
絵
で
あ
る
が
、
春
と

冬
の
組
み
合
わ
せ
に
不
自
然
さ
を
覚
え
る
た
め
、
本
来
の
姿
は
、
春
と
秋
、
夏
と
冬
の
四
季

の
吉
祥
図
屏
風
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
他
に
、
早
稲
田
大
学
成
澤
勝
嗣
教
授
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
奈
良
県
宇
陀
市
の
真
言

〔図 6〕《洗馬図》絵馬　高砂市・高砂神社所蔵

〔図 7〕《群鶴図屏風》新潟市歴史博物館所蔵

〔図 8〕《梅花丹頂鶴図／柳牡丹白鷺図》屏風　安永元（1772）年　正福寺所蔵
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│

宗
室
生
寺
派
大
本
山
、
宀
一
山
（
べ
ん
い
ち
さ
ん
）
室
生
寺
に
、
浚
明
の
六
曲
一
双
《
松
竹

梅
鶴
図
屏
風
》
が
あ
る
。
通
絵
で
あ
る
が
、
二
扇
ず
つ
金
縁
が
ま
わ
し
て
あ
る
珍
し
い
造
り

の
作
品
で
あ
る
。
右
隻
が
沙
羅
、
牡
丹
が
見
え
る
こ
と
か
ら
初
夏
の
景
で
あ
ろ
う
、
松
の
下

に
は
種
類
の
異
な
る
二
羽
の
鶴
が
寄
り
添
っ
て
い
る
。
左
隻
は
竹
と
梅
に
積
も
っ
た
雪
か
ら

冬
の
景
に
、
鶴
が
三
羽
描
か
れ
る
。
こ
ち
ら
も
吉
祥
図
屏
風
で
あ
る
。

（
3
）
水
墨
（
淡
彩
を
含
む
）　

山
水
画
・
鳥
獣
画
・
人
物
画

設
色
の
人
物
・
花
鳥
図
に
も
浚
明
の
優
れ
た
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
浚
明
の
書

に
も
通
じ
る
浚
明
ら
し
さ
と
、
そ
の
技
量
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
作
品
が
、
こ
の
水
墨
作
品

中
に
見
ら
れ
る
。

山
水
画
は
、
さ
ほ
ど
多
く
の
作
品
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
も
、
會
津
八
一
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
《
山
水
図
巻
》（
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
所
蔵
）〔
図
9
〕〔
註
37
〕

は
、
浚
明
の
力
量
が
発
揮
さ
れ
た
優
品
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
旅
人
が
、
水
辺
の
多

い
平
坦
な
地
域
か
ら
次
第
に
山
奥
深
く
へ
と
旅
す
る
情
景
を
描
い
た
図
巻
で
あ
る
。
こ
の
他

に
山
水
図
は
、
軸
物
や
押
絵
貼
屏
風
中
に
も
時
た
ま
見
受
け
ら
れ
る
が
、
な
か
な
か
本
領
を

発
揮
し
た
良
い
作
品
に
出
会
え
る
こ
と
が
少
な
い
。
こ
の
図
巻
を
見
て
い
る
と
、
浚
明
の
渾

身
の
山
水
図
を
見
て
み
た
い
と
思
う
。

五
十
嵐
浚
明
の
描
い
た
鳥
獣
画
の
最
も
優
れ
た
作
品
と
い
え
ば
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）

年
に
描
か
れ
た
《
龍
虎
図
屏
風
》（
彌
彦
神
社
所
蔵
）〔
図
10
〕
で
あ
ろ
う
。
大
き
な
筆
を
巧

み
に
使
い
、
勢
い
の
あ
る
筆
遣
い
に
、
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
伸
び
の
び
と
し
た
龍
虎
が
描
か

れ
る
。
威
厳
だ
け
で
な
く
、
愛
嬌
あ
る
表
情
か
ら
、
親
し
み
や
す
さ
を
も
感
じ
さ
せ
る
。
空

間
の
奥
行
と
広
が
り
の
大
き
さ
は
、
浚
明
の
屏
風
作
品
に
共
通
す
る
も
の
で
、
荘
厳
な
雰
囲

気
の
演
出
と
空
間
に
厚
み
を
出
す
の
に
金
砂
子
を
上
手
く
使
い
こ
な
し
て
い
る
。
気
力
と
技

術
が
最
も
充
実
し
た
、
浚
明
六
十
九
歳
の
作
品
で
あ
る
。

浚
明
落
款
で
残
さ
れ
た
作
品
中
、
最
も
多
い
の
が
水
墨
の
人
物
画
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も

代
表
的
な
作
品
が
、
六
曲
一
双
通
絵
《
高
士
観
瀑
図
屏
風
》〔
図
11
〕
で
あ
る
。
山
奥
に
隠
棲

す
る
高
士
ら
が
、
右
隻
で
は
見
事
な
滝
を
観
て
談
笑
し
、
左
隻
で
は
高
い
岩
場
の
上
で
琴
棋

詩
書
画
に
興
じ
て
い
る
。
両
者
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
、
一
人
の
人
物
が
深
い
谷
間
に
隔
た

れ
た
こ
ち
ら
側
か
ら
見
上
げ
、
岩
場
の
高
士
と
話
を
し
て
い
る
。
背
景
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
見
る
私
た
ち
に
は
、
背
景
に
広
が
る
壮
大
な
空
間
が
感
じ
ら

れ
、
雲
の
合
間
に
小
さ
く
下
界
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
想
像
で
き
る
。
余
白
部
分
が
多

い
が
、
浚
明
特
有
の
情
感
が
画
面
い
っ
ぱ
い
に
満
た
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

こ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
が
、
中
野
邸
美
術
館
所
蔵
の
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
に
描
か

れ
た
《
竹
林
賢
人
図
》〔
図
12
〕
も
浚
明
の
筆
が
冴
え
た
作
品
の
一
つ
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ

う
。こ

こ
で
は
、
特
徴
別
に
作
品
の
分
類
を
試
み
る
中
で
浚
明
の
多
才
な
技
量
を
伺
う
こ
と
が

〔図 9〕《山水図巻》部分　早稲田大学會津八一記念博物館所蔵

〔図10〕《龍虎図屏風》　1768年　彌彦神社所蔵

〔図11〕《高士観瀑図屏風》1770年

〔図12〕《竹林賢人図》1768年　中野邸美術館所蔵
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│
七
│

で
き
た
。
こ
れ
ら
の
代
表
的
な
作
品
を
基
軸
と
し
て
、
今
後
浚
明
作
品
を
見
て
ゆ
く
必
要
が

あ
る
で
あ
ろ
う
。

四
、「
逆
旅
勧
盃
」
画
巻
と
浚
明
落
款
作
品
と
の
比
較

（
1
）「
逆
旅
勧
盃
」
画
巻
〔
図
13
〕
に
つ
い
て

兵
庫
県
高
砂
市
で
、
宝
暦
一
二
（
一
七
六
二
）
年
に
三
浦
迂
斎

が
浚
明
を
訪
れ
た
際
に
贈
ら
れ
た
画
帳
「
逆
旅
勧
盃
一
大
冊
子
」

が
、
現
在
は
巻
子
の
状
態
で
代
々
三
浦
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ

と
が
、
宮
本
佳
典
氏
（
現
在
加
古
川
市
教
育
委
員
会
文
化
財
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長
）
に
よ
り
、
加
古
川
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

の
特
別
展
〔
註
38
〕
や
、『
高
砂
市
史
』
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
画
巻
が
特
に
重
要
と
考
え
る
の
は
、
浚
明
が
描
い
た
も
の
に

加
え
、
十
九
歳
の
顧
行
の
絵
と
題
、
十
六
歳
の
元
誠
の
絵
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
顧
行
の
絵
は
、
新
潟
で
は
ほ
と
ん
ど
見

る
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
元
誠
の
絵
も
年
記
が
し
っ
か
り
分
か
る

も
の
は
め
ず
ら
し
い
こ
と
か
ら
、
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。

迂
斎
が
持
ち
帰
っ
た
際
に
冊
子
だ
っ
た
も
の
が
、
二
本
の
巻
子

に
仕
立
て
直
さ
れ
た
の
が
、
い
つ
か
は
不
明
で
あ
る
。
一
巻
目
は
、

巻
頭
に
題
「
逆
旅
勧
杯
」
と
年
記
「
宝
暦
壬
午
秋
」、
落
款
「
呉
浚

明
書
」、
印
章
「
玩
天
地
于
掌
握
之
中
」（
朱
文
方
印
）・「
越
人
穆
翁
」

（
白
文
方
印
）
が
あ
り
、
前
文
に
続
き
、
迂
斎
に
宛
て
た
賛
も
含
め

浚
明
の
詩
（
賛
）
と
画
が
交
互
に
九
対
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

二
巻
目
は
、
最
初
浚
明
の
題
に
子
謹
（
顧
行
）
の
画
の
組
み
合
わ
せ
が
六
対
、
浚
明
の
「
寿

老
人
図
」
を
は
さ
ん
で
、
次
に
子
謹
の
題
に
子
勉
（
元
誠
）
の
画
の
組
み
合
わ
せ
が
十
一
対

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
画
巻
が
三
浦
迂
斎
に
渡
さ
れ
た
の
は
宝
暦
一
二
（
一
七
六
二
）
年
で
あ
る
が
、
こ
こ

に
納
め
ら
れ
た
絵
や
詩
が
全
て
こ
の
年
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
同
年
に
制
作

さ
れ
た
と
す
る
と
、
顧
行
と
元
誠
の
生
年
が
一
年
文
献
と
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
顧
行
と
元
誠
の
絵
は
、
宝
暦
一
一
（
一
七
六
一
）
年
に
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い

ず
れ
も
、
父
浚
明
を
思
わ
せ
る
見
事
な
腕
前
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
絵
を
見
て
い
く
つ
か
の
浚
明
落
款
の
作
品
と
近
い
感
じ
を
持
っ
た
。
そ
こ

で
、
浚
明
作
品
に
彼
ら
の
手
が
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
の
も
と
、
次
項
で

は
、
い
く
つ
か
の
作
品
を
比
較
し
て
、
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

（
2
）
画
巻
の
顧
行
・
元
誠
作
品
と
、
浚
明
落
款
の
作
品
の
比
較

ま
ず
始
め
に
、
こ
こ
で
比
較
し
た
い
の
は
、
か
つ
て
新
潟
町
の
人
が
所
蔵
し
て
い
た
五
十

嵐
浚
明
の
六
曲
一
双
押
絵
貼
屏
風
で
あ
る
〔
図
14
〕。
人
物
・
鳥
獣
・
山
水
な
ど
が
描
か
れ
た

も
の
が
一
扇
ず
つ
貼
ら
れ
た
も
の
で
、
落
款
も
印
章
も
悪
く
な
く
、
絵
も
良
い
が
、
力
を
抜

い
て
描
か
れ
た
作
品
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
右
か
ら
左
へ
と
お
そ
ら
く
四
季
の
流
れ
を
意
識

し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
比
較
を
始
め
る
前
に
、
こ
の
屏
風
が
い
つ
頃
描
か
れ
た
も
の
な
の
か
を
考
え
た
い
。

い
ず
れ
も
年
記
は
な
い
。
落
款
は
「
孤
峰　

呉
浚
明
」
で
あ
る
。「
孤
峰
」
を
使
う
の
は
、
七

〜
八
十
歳
代
の
作
品
に
多
い
。「
呉
」
姓
は
前
述
の
と
お
り
、
六
十
歳
代
に
使
用
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
落
款
か
ら
は
六
十
歳
代
の
終
わ
り
頃
六
十
八
〜
九
歳
の
頃
の
作
品
と
推
測

さ
れ
る
。

さ
ら
に
印
章
を
見
て
み
よ
う
。
朱
文
「
玩
天
地
于
掌
握
之
中
」・
白
文
「
越
人
穆
翁
」、
朱

文
「
越
人
」・
白
文
「
浚
明
」、
白
文
「
越
人
」・
朱
文
「
浚
明
」、
朱
文
「
浚
明
」・
白
文
「
字

曰
方
徳
」、
そ
し
て
関
防
印
に
「
衣
錦
尚
絅
」
が
押
さ
れ
て
い
る
。
朱
文
「
玩
天
地
于
掌
握
之

中
」、
白
文
「
越
人
穆
翁
」
や
白
文
「
字
曰
方
徳
」
な
ど
は
、
年
記
の
入
っ
た
作
品
で
は
、

六
十
七
歳
以
降
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
こ
の
屏
風
が
描
か
れ
た
年
代
は
、
浚
明
六
十
八
〜
九
歳
頃
、

明
和
四
（
一
七
六
七
）
〜
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
頃
に
描
か
れ
た
も
の
と
見
て
良
か
ろ
う
。

顧
行
（
子
謹
）
は
二
十
五
〜
六
歳
、
元
誠
（
子
勉
）
は
二
十
二
〜
三
歳
の
頃
で
あ
る
。

〔図13〕《「逆旅勧盃」画巻》宝暦12（1762）年

〔図14〕《押絵貼人物山水鳥獣屏風》新潟市歴史博物館所蔵
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│
八
│

そ
れ
で
は
、「
逆
旅
勧
盃
」
画
巻
と
こ
の
屏
風
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
こ
の
中
で
同
じ
図
柄

を
描
い
て
い
る
〈
葡
萄
の
図
〉、〈
虎
の
図
〉、〈
馬
の
図
〉
に
注
目
し
た
い
。

ま
ず
は
、
屏
風
の
〈
葡
萄
の
図
〉〔
図
15
〕
と
、
画
巻
の
子
謹
画
〈
葡
萄
の
図
〉〔
図
16
〕

を
比
較
し
て
み
た
い
。
構
図
は
縦
と
横
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
茂
っ
た
葉
の
下
に
ブ
ド
ウ

の
房
が
下
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
つ
る
が
長
く
勢
い
よ
く
出
て
い
て
、
先
端
は
大
き
く
巻

い
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
葉
の
濃
淡
や
葉
脈
を
し
っ
か
り
と
描
い
て
い
る
と
こ
ろ

や
、
房
の
描
き
方
、
長
く
伸
び
て
空
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
蔓
の
描
き
方
な
ど
を
見

る
と
、
同
一
人
物
が
描
い
た
と
考
え
て
も
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

次
に
虎
の
絵
を
比
べ
て
み
た
い
。
屏
風
の
〈
風
竹
虎
図
〉〔
図
17
〕
と
、
画
巻
の
子
勉
（
元

誠
） 

が
描
い
た
〈
虎
の
図
〉〔
図
18
〕
を
比
べ
て
み
よ
う
。
こ
の
二
つ
の
絵
は
、
重
ね
合
わ
せ

る
と
ぴ
っ
た
り
合
う
か
と
思
う
く
ら
い
同
じ
ポ
ー
ズ
で
描
か
れ
て
い
る
。
浚
明
の
弟
子
芳
明

の
「
臨
画
図
巻
」〔
註
39
〕
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
手
本
と
す
る

見
本
帳
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
同
じ
手
本
か
ら
起
こ
し
た
絵
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に

想
像
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
二
つ
の
絵
は
、
よ
く
見
る
と
、
輪
郭
線
の
点
線
、
体
の
縞
模
様

の
墨
の
ぼ
か
し
具
合
、
顔
の
表
情
な
ど
に
多
少
違
い
が
見
ら
れ
る
。

輪
郭
線
は
、
屏
風
の
虎
に
比
べ
、
画
巻
の
虎
の
方
が
細
か
い
点
で
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

体
の
縞
模
様
は
、
屏
風
の
方
は
ぼ
か
し
は
使
わ
ず
墨
の
濃
淡
と
肥
痩
を
用
い
て
描
い
て
い
る

の
に
対
し
、
画
巻
の
方
は
、
ぼ
か
し
を
使
っ
て
体
毛
の
感
じ
を
も
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
が
感
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
顔
の
表
情
も
、
屏
風
よ
り
画
巻
の
方
が
、
猫
か
ら
想
像
す
る
虎

の
リ
ア
ル
な
表
情
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

こ
こ
で
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
浚
明
六
十
九
歳
、
つ
ま
り
こ
の
押
絵
貼
屏
風
と
ほ
ぼ

同
じ
頃
に
描
か
れ
た
彌
彦
神
社
の
《
龍
虎
図
屏
風
》〔
図
10
〕
の
〈
虎
〉
部
分
〔
図
19
〕
と
比

較
し
て
み
よ
う
。
ポ
ー
ズ
は
違
う
が
、
顔
の
表
情
や
、
線
の
描
き
方
は
押
絵
貼
屏
風
の
虎
と

共
通
点
が
見
ら
れ
、
体
の
縞
に
は
ぼ
か
し
を
使
わ
ず
、
墨
の
濃
淡
と
肥
痩
に
よ
り
表
現
し
て

い
る
。
押
絵
貼
屏
風
の
虎
は
、
浚
明
が
描
い
た
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

も
う
一
点
、
同
様
の
ポ
ー
ズ
を
取
る
虎
が
描
か
れ
た
作
品
も
比
較
し
て
み
た
い
。

こ
れ
は
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
（
浚
明
六
十
七
歳
、
元
誠
二
十
二
歳
）
の
三
幅
対
の
作

品
で
、
右
か
ら
《
紅
梅
白
鷹
図
》〔
図
21
〕。《
蓬
莱
山
図
》。《
風
竹
虎
図
》〔
図
20
〕
の
左
幅

に
描
か
れ
た
虎
で
あ
る
。
ポ
ー
ズ
は
押
絵
貼
屏
風
や
画
巻
と
同
じ
で
あ
る
。
目
の
描
き
方
は
、

屏
風
の
虎
に
も
近
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
体
の
縞
模
様
の
描
き
方
は
、
画
巻
の
子
勉
の
虎
と

同
様
に
ぼ
か
す
手
法
を
使
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
幅
と
対
を
な
す
右
幅
の
《
紅
梅
白
鷹

図
》〔
図
21
〕
の
梅
の
表
現
と
、
画
巻
に
子
勉
が
描
い
た
梅
〔
図
22
〕
を
比
較
す
る
と
、
木
の

節
の
描
き
方
や
曲
が
り
く
ね
っ
た
枝
ぶ
り
、
点
苔
な
ど
共
通
点
も
見
ら
れ
る
た
め
、
元
誠
が

描
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

も
う
ひ
と
つ
、
屏
風
の
右
隻
第
一
扇
の
馬
の
図
〔
図
23
〕
と
画
巻
に
描
か
れ
て
い
る
元
誠

（
子
勉
）
の
馬
〔
図
24
〕
を
比
較
し
て
み
た
い
。
画
巻
中
に
二
点
の
浚
明
の
馬
の
絵
〔
図
25
〕・

〔図16〕子謹画〈葡萄の図〉（《「逆旅勧盃」画巻》より）

〔図15〕〈葡萄の図〉（《押絵貼人物山水鳥獣屏風》より）

〔図18〕子勉画〈虎の図〉（《「逆旅勧盃」画巻》より）

〔図17〕〈風竹虎図〉（《押絵貼人物山水鳥獣屏風》より）
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│
九
│

〔
図
26
〕
が
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
ち
ら
と
も
比
較
し
て
み
よ
う
。
た
て
が
み
や
脚
、
目
の
描
き

方
な
ど
、
ほ
ぼ
、
同
じ
よ
う
な
描
き
方
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
浚
明
の
馬
に
は
体
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
馬
の
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
屏
風
の
馬
は
、
表
現
が

簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
三
頭
の
馬
が
寄
り
添
い
も
つ
れ
あ
う
姿
態
の
面
白
さ
に
表
現
の
着
眼

点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
細
か
く
比
較
し
よ
う
。
尾
の
描
き
方
、
ま
た
蹄
や
後
脚
、
下

を
向
く
馬
の
顔
つ
き
も
、
簡
略
化
さ
れ
、
漫
画
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
元
誠
の
馬
〔
図
24
〕

よ
り
、
浚
明
画
の
馬
〔
図
25
〕
と
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
こ
の
馬
の
絵

に
関
し
て
は
浚
明
が
描
い
た
可
能
性
が
高
い
が
、
元
誠
の
成
長
の
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。

〔図18〕部分

〔図17〕部分〔図17〕部分

〔図18〕部分

〔図22〕子勉画〈梅の図〉《「逆旅勧盃」画巻》1762年より

〔図21〕部分〔図19〕浚明画《龍虎図》屏風　部分

〔図20〕部分

〔図20〕 〔図21〕
三幅対《風竹虎図／蓬莱山図／紅梅白鷹図》
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│
一
〇
│

次
の
作
品
は
、
か
つ
て
沼
垂
町
の
人
が
所
有
し
て
い
た
浚
明
の
《
押
絵
貼
山
水
図
屏
風
》

〔
図
27
〕
で
、
山
水
画
の
み
の
六
曲
一
隻
の
屏
風
で
あ
る
。
こ
の
屏
風
が
描
か
れ
た
年
代
を
絞

り
込
ん
で
み
よ
う
。
落
款
印
章
を
見
る
と
「
法
眼
呉
浚
明
」。
朱
文
「
越
人
」。
白
文
「
浚
明
」

の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
呉
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
の
で
六
十
歳
代
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い

な
い
が
、
六
十
七
歳
以
降
は
年
齢
を
書
き
こ
む
こ
と
が
多
い
こ
と
や
、
印
章
も
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
で
く
る
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
六
十
歳
代
前
半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
画
巻
の
子
勉
の
山
水
〔
図
28
〕
と
部
分
を
比
べ
て
み
た
い
。
山
水
の
描
き
方

と
し
て
は
、
細
い
筆
で
細
密
に
描
き
込
む
も
の
や
、
対
照
的
に
溌
墨
を
生
か
し
た
ご
く
少
な

い
筆
数
で
表
現
し
た
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
た
め
、
単
純
に
比
較
す
る
に
は
注
意
が
必
要
で

あ
る
〔
註
40
〕。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
似
た
表
現
の
も
の
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
屏
風
は

大
き
な
筆
を
使
い
岩
を
表
現
し
た
り
、
細
か
い
筆
を
用
い
て
、
木
や
建
物
、
人
物
を
描
い
て

い
る
が
、
表
具
の
際
の
処
置
や
保
存
状
態
の
せ
い
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
濃
淡
の
表
現

に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
。
部
分
を
拡
大
し
て
見
て
み
る
と
、
橋
や
岩
、
人
物
の
表
現
に
、

画
巻
の
子
勉
の
絵
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
画
巻
に
見
ら
れ
る
点

葉
や
点
苔
の
多
い
と
こ
ろ
は
、
元
誠
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
こ
が
屏
風
の
表
現
と
は
違
う
点
で

あ
る
。
屏
風
の
線
の
肥
痩
の
表
現
は
や
は
り
浚
明
に
よ
る
も
の
な
の
か
。

そ
こ
で
も
う
一
点
、
弟
子
芳
明
の
墨
の
濃
淡
の
イ
メ
ー
ジ
が
こ
の
屏
風
に
近
い
作
品
《
新

潟
町
之
図
屏
風
》（
新
潟
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
の
部
分
〔
図
29
〕
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
家

屋
や
人
物
な
ど
の
描
き
方
が
、
よ
く
似
て
い
る
。
芳
明
が
描
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。図27《押絵貼山水図屏風》新潟市歴史博物館所蔵

〔図23〕〈馬の図〉（《押絵貼人物山水鳥獣屏風》より）

〔図26〕浚明画（《「逆旅動盃」図巻》より）

〔図25〕部分〔図25〕浚明画（《「逆旅動盃」図巻》より）

〔図24〕子勉画（《「逆旅動盃」図巻》より） 〔図24〕部分
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│
一
一
│

以
上
、
比
較
に
よ
り
仮
説
を
検
証
し
た
が
、
比
較
対
象
の
顧
行
や
元
誠
、
弟
子
の
残
存
す

る
絵
が
少
な
い
こ
と
は
、
断
定
を
困
難
に
し
て
い
る
。

五
、
浚
明
作
品
の
工
房
制
作
に
よ
る
可
能
性

ほ
ん
の
数
例
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
浚
明
落
款
の
作
品
に
は
、
少
な
く
と
も
息
子
た

ち
が
手
を
入
れ
た
作
品
も
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
が
立
て
ら
れ
る
。
こ
の
他

に
も
、
何
人
か
の
弟
子
、
維
明
（
廣
嶋
鶴
皐
）、
登
明
（
森
蘭
斎
）、
芳
明
ら
が
関
わ
っ
て
い

た
可
能
性
も
あ
る
。

近
世
に
お
い
て
、
そ
れ
な
り
に
弟
子
を
抱
え
た
絵
師
が
、
多
く
の
注
文
を
こ
な
す
た
め
、

「
工
房
」
で
の
制
作
を
行
う
こ
と
は
、
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
浚
明
も
当
時
の
人
気
の

高
さ
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
制
作
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

親
孝
行
と
し
て
知
ら
れ
る
浚
明
が
子
弟
を
大
切
に
思
い
、
育
む
場
で
も
あ
る
共
同
の
仕
事
場

で
、
例
え
ば
屏
風
の
一
部
を
子
弟
の
成
長
の
た
め
に
任
せ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
何
ら

不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
。

岩
田
多
佳
子
氏
が
「
正
福
寺
所
蔵
の
五
十
嵐
浚
明
お
よ
び
孫
の
作
品
に
つ
い
て
」〔
註
41
〕

で
書
い
て
い
る
、「
求
め
る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
掛
幅
に
は
疑
問
を
感
じ
る
作
品
も
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
中
で
、
落
款
や
印
章
は
悪
く
な
い
が
、
浚
明
ら
し
い
力
強
さ
や
、
繊
細
さ
、

筆
運
び
の
鮮
や
か
さ
に
欠
け
る
作
品
に
は
、
息
子
や
弟
子
た
ち
の
手
に
よ
る
も
の
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
て
浚
明
作
品
を
整
理
す
る
と
、
真
筆
に
は
違

い
な
い
が
、
少
し
疑
問
が
残
る
作
品
（
こ
れ
ま
で
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
作
品
と
仮
に
呼
ん
で
き

た
）
の
中
で
、
説
明
で
き
る
も
の
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
だ
、
単
な
る
思
い
付
き
の
域
を
出
て
い
な
い
が
、
今
後
注
意
深
く
作
品
を
見
て
ゆ
く
必

要
が
あ
ろ
う
。
一
方
、
五
十
嵐
浚
明
の
絵
に
は
、
古
く
か
ら
贋
作
も
多
く
存
在
す
る
。
浚
明

作
品
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
時
代
に
制
作
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
の
で
、
時
が
経
っ
て

い
る
だ
け
に
、
見
極
め
が
難
し
い
も
の
も
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
明
ら
か
に
同
一
の
手
に
よ

る
贋
物
も
多
々
見
ら
れ
る
。
今
後
、
作
品
に
つ
い
て
の
更
な
る
研
究
を
深
め
る
こ
と
で
、
工

〔図28〕子勉画（《「逆旅動盃」図巻》より）

上下とも〔図29〕芳明画《新潟町之図屏風》部分（新潟市歴史博物館所蔵）

上・下とも〔図27〕部分
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│
一
二
│

房
製
作
の
可
能
性
の
検
証
も
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

六
、
ま
と
め

五
十
嵐
浚
明
に
つ
い
て
は
、
長
年
そ
の
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
岩
田
多
佳
子
氏
も
言
及
す

る
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
近
年
に
な
っ
て
、
大
作
の
優
れ
た
作
品

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
う
い
っ
た
書
画
を
大
切
に
代
々
受
け
継
い
で
き
た
旧
家

が
、
代
替
わ
り
や
、
そ
れ
に
伴
う
建
て
替
え
な
ど
に
よ
り
、
家
屋
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
要
因
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
が
、
家
と
と
も
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
こ
れ
を
機
に
新
た
な
作
品
の
発
見
や
、
研
究
の
進
展
に
向
か
っ
て
く
れ
れ
ば
と

願
う
。

五
十
嵐
浚
明
の
解
明
は
、
近
世
越
後
の
絵
画
史
の
解
明
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
大
き
く
秘

め
て
い
る
。
こ
こ
に
き
て
、
高
砂
と
い
う
か
な
り
離
れ
た
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
港
町
に
、
浚

明
の
作
品
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
新
た
な
解
明
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
が
持
た
れ
る
。
播
州
高
砂
は
、
加
古
川
の
河
口
に
位
置
し
、
湊
町
と
し
て
栄
え
た
土
地

で
あ
る
。
新
潟
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
当
時
は
街
に
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
多
く
の
文

人
た
ち
も
訪
れ
栄
え
た
土
地
で
あ
っ
た
。
高
砂
神
社
に
は
、
廻
船
問
屋
菅
野
五
郎
兵
衛
善
郷

が
奉
納
し
た
浚
明
画
《「
洗
馬
図
」
絵
馬
》
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
地
に
あ
る
十
輪

寺
に
は
、
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
に
寄
付
さ
れ
た
双
幅
に
仕
立
て
ら
れ
た
大
幅
の
作
品
《
商

山
四
皓
図
・
虎
渓
三
笑
図
》〔
註
42
〕
が
納
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
兵
庫
県
指
定
文
化
財
旧
入

江
家
住
宅
の
所
有
者
で
あ
っ
た
入
江
家
の
資
料
に
は
、
巻
子
《
逆
旅
勧
盃
》
と
、
軸
装
《
寿

老
人
図
》〔
註
43
〕
が
存
在
す
る
。
な
ぜ
、
遠
く
離
れ
た
瀬
戸
内
の
湊
町
高
砂
に
、
何
点
も
の

浚
明
の
大
作
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
浚
明
が
高
砂
を
訪
れ
た
こ
と
は
文
献
で
は
見
ら

れ
な
い
。
唯
一
浚
明
の
元
を
訪
れ
て
い
る
三
浦
迂
斎
と
の
関
係
が
高
砂
と
浚
明
を
つ
な
い
で

い
る
。
新
潟
も
高
砂
も
北
前
船
航
路
の
湊
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
交
流
し
易
い
環
境
で
あ
っ
た

と
は
思
わ
れ
る
。『
浚
明
詩
稿
』
に
は
、
迂
斎
の
父
三
浦
信
成
（
三
代
目
人
甚
兵
衛　

延
宝
二

〔
一
六
七
四
〕
〜
宝
暦
四
〔
一
七
五
四
〕）
の
米
寿
を
祝
う
詩
が
記
さ
れ
て
い
る
。
親
子
二
代

に
わ
た
る
関
係
も
見
て
取
れ
る
。
三
浦
迂
斎
が
新
潟
に
来
た
際
に
宿
泊
し
た
玉
木
家
は
、
古

く
か
ら
新
潟
町
の
名
家
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
当
時
の
当
主
・
玉
木
彦
兵
衛
は
回
船
問
屋
を
営

み
、
坊
吏
も
務
め
た
と
い
う
。
一
方
迂
斎
は
、
高
砂
市
史
に
よ
れ
ば
、
製
塩
や
廻
船
業
を
手

広
く
営
み
、
大
年
寄
り
も
務
め
て
い
た
と
い
う
。
玉
木
家
を
介
し
た
高
砂
三
浦
家
と
浚
明
と

の
関
係
が
少
し
見
え
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
代
に
お
い
て
も
、
浚
明
作
品
が
京

都
を
は
じ
め
関
西
で
多
く
見
つ
か
る
こ
と
か
ら
、
帰
郷
後
は
新
潟
を
出
な
か
っ
た
と
言
わ
れ

る
浚
明
で
あ
る
が
、
関
西
と
の
つ
な
が
り
が
生
涯
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
七
十
八
歳
で
天
皇

の
勅
命
で
画
を
献
上
し
た
の
も
、
関
西
の
主
だ
っ
た
人
物
ら
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
っ
て

い
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
ま
だ
解
明
さ
れ
な
い
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

前
に
も
述
べ
た
が
、
近
年
は
、
旧
家
が
次
々
と
転
居
や
代
替
わ
り
で
減
っ
て
い
る
。
静
か

に
所
有
者
が
動
い
た
り
、
失
わ
れ
て
い
る
書
画
の
類
も
多
く
、
今
後
研
究
や
調
査
を
志
す
者

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
層
困
難
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
浚
明
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

ゆ
く
上
で
、
少
し
ず
つ
で
も
紙
面
に
留
め
る
こ
と
は
、
調
査
研
究
を
行
っ
て
来
た
成
果
を
踏

ま
え
、
研
究
が
前
進
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
と
思
う
〔
註
44
〕。
こ
の
論
考
が
少
し
で
も

今
後
の
研
究
に
つ
な
が
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
も
こ
め
、
こ
れ
ま
で
私
が
分
か
り
う
る
範

囲
で
浚
明
を
研
究
し
て
き
た
方
々
の
成
果
の
一
部
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

五
十
嵐
浚
明
は
、
新
潟
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
人
物
で
あ
り
、
ま
た
日
本
の
近
世
美
術
の

研
究
に
も
重
要
な
人
物
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
ま
だ
、
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
今
後

浚
明
研
究
が
少
し
で
も
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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│
一
三
│

〔
註
〕

〔
註
1
〕
竹
内
式
部　

正
徳
二
（
一
七
一
二
）
〜
明
和
四
（
一
七
六
七
）　

五
十
嵐
浚
明
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
浚
明
と
同
じ
新
潟
町
出
身
。
医
師
竹
内
宗
詮
の
子
で
名
は

敬
持
。
十
七
歳
の
頃
京
都
へ
出
て
大
徳
寺
家
に
仕
え
る
。
松
岡
仲
良
に
学
び
、
ま
た
山
崎
闇
斎
の
門

下
玉
木
葦
斎
に
師
事
し
て
垂
加
神
道
を
修
め
る
ほ
か
、
諸
学
に
通
じ
る
。
公
家
に
大
義
名
分
論
を
説

き
、
尊
王
を
講
じ
た
た
め
、
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
、
所
司
代
に
よ
り
京
都
か
ら
追
放
さ
れ
、
明

和
三
（
一
七
六
六
）
年
に
は
山
県
大
弐
ら
の
起
こ
し
た
明
和
事
件
に
連
座
し
て
捕
え
ら
れ
る
。
八
丈

島
に
流
さ
れ
る
途
上
の
三
宅
島
で
没
し
た
。

〔
註
2
〕
宇
野
明
霞
（
士
新
）　

元
禄
一
一
（
一
六
九
八
）
年
〜
延
享
二
（
一
七
四
五
）　

近
世
中
期
の

儒
学
者
。
名
は
鼎
、
字
は
士
新
、
通
称
三
平
。
弟
は
儒
学
者
士
朗
。
近
江
国
野
洲
（
現
滋
賀
県
野
洲

市
）
生
ま
れ
父
は
豪
商
に
仕
え
た
運
漕
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
一
家
で
京
都
に
移
り
住
む
。
木
下
順

庵
門
下
の
向
井
三
省
に
師
事
。
自
ら
が
病
弱
の
た
め
、
弟
士
朗
を
荻
生
徂
徠
に
入
門
さ
せ
る
も
、
徂

徠
学
と
あ
わ
ず
。
独
学
で
独
自
の
学
問
を
樹
立
。
四
八
歳
没
。
門
弟
に
片
山
北
海
が
い
る
。

〔
註
3
〕
片
山
北
海　

享
保
八
（
一
七
二
三
）
〜
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）　

弥
彦
村
出
身
。
日
本
海
に

面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
北
海
と
号
す
。
名
は
猷
、
字
は
孝
秩
、
通
称
忠
蔵
、
別
号
に
孤
松
館
。
宇
野

明
霞
に
入
門
し
篤
い
信
頼
に
基
づ
い
た
師
弟
関
係
を
結
ん
だ
が
、
明
霞
の
死
に
よ
り
家
も
失
い
貧
困

生
活
の
中
、
学
問
を
続
け
る
。
知
人
の
富
商
の
力
添
え
で
大
阪
に
開
塾
。
人
を
差
別
せ
ず
、
野
心
な

く
、
優
し
い
人
柄
は
、
多
く
の
文
人
墨
客
を
惹
き
つ
け
た
。
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
、
混
沌
詩
社

創
立
に
あ
た
り
盟
主
に
推
薦
さ
れ
る
。
門
下
に
頼
春
水
、
古
賀
精
里
、
木
村
蒹
葭
堂
な
ど
。

〔
註
4
〕
池
大
雅　

享
保
八
（
一
七
二
三
）
│
安
永
五
（
一
七
七
六
）　

日
本
の
文
人
画
（
南
画
）
の

大
成
者
。
本
姓
池
野
を
中
国
風
に
漢
字
一
文
字
で
名
乗
る
。
幼
名
又
次
郎
、
諱
は
勤
・
無
名
（
あ
り

な
）、
字
は
公
敏
・
貨
成
。
通
称
池
野
秋
平
、
号
は
大
雅
堂
、
待
賈
堂
（
た
い
が
ど
う
）、
三
岳
道
者
、

霞
樵
（
か
し
ょ
う
）
な
ど
。
妻
玉
蘭
も
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
弟
子
に
木
村
蒹
葭
堂
な
ど
が
い
る
。

浚
明
と
は
京
都
で
知
り
合
う
。
帰
郷
に
際
し
贈
っ
た
「
渭
城
柳
色
図
」
は
大
雅
22
歳
の
作
品
で
、
最

も
早
い
時
期
の
作
品
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。

〔
註
5
〕
論
文
と
し
て
は
、
横
山
秀
樹
著
「
近
世
越
後
の
絵
画
│
五
十
嵐
浚
明
の
一
考
察
│
」（『
新
潟

史
学
』
一
七
号
、
新
潟
郷
土
史
研
究
会
、
一
九
八
四
年
、
一
三
〇
〜
一
四
四
頁
）
が
唯
一
。
研
究
者

と
し
て
は
、
旧
Ｂ
Ｓ
Ｎ
美
術
館
副
館
長
、
中
野
邸
美
術
館
企
画
主
幹
な
ど
を
歴
任
し
た
長
谷
川
四
郎

氏
が
越
後
文
人
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
、
五
十
嵐
浚
明
の
作
品
も
数
多
く
調
査
し
ま
と
め
て
い
た
。

旧
Ｂ
Ｓ
Ｎ
美
術
館
や
、
石
油
の
世
界
館
、
中
野
邸
美
術
館
な
ど
で
展
覧
会
も
度
々
行
っ
て
い
る
。
越

後
文
人
の
集
大
成
と
も
な
る
著
作
物
を
、
鶴
田
一
雄
氏
（
当
時
新
潟
大
学
教
授
、
二
〇
一
三
年
ご
逝

去
）・
武
田
光
一
氏
（
新
潟
大
学
教
授
）・
岩
田
多
佳
子
氏
（
当
時
中
野
邸
美
術
館
学
芸
員
、
現
新
潟

市
安
吾
風
の
館
学
芸
員
）
と
と
も
に
企
画
し
、
調
査
も
あ
ら
か
た
終
了
。
よ
う
や
く
具
体
的
に
執
筆

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
二
〇
〇
〇
年
に
他
界
し
て
し
ま
い
、
著
作
物
の
刊
行
も
実
現
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
旧
Ｂ
Ｓ
Ｎ
美
術
館
時
代
よ
り
長
谷
川
氏
の
調
査
に
同
行
し
て

き
た
岩
田
多
佳
子
氏
が
、『
平
成
二
五
年
度
新
潟
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』（
二
〇
一
四
年
十
二
月　

新
潟
市
発
行
）
に
、
新
潟
市
中
央
区
西
堀
の
正
福
寺
に
納
め
ら
れ
た
屏
風
二
点
（
五
十
嵐
浚
明
画
、

六
曲
一
双
屏
風
《
梅
花
丹
頂
鶴
図
／
柳
牡
丹
白
鷺
図
》
及
び
、
浚
明
の
孫
、
主
善
と
其
正
の
六
曲
一

双
屏
風
《
山
水
人
物
押
絵
貼
屏
風
》
の
調
査
報
告
「
正
福
寺
所
蔵
の
五
十
嵐
浚
明
お
よ
び
孫
の
作
品

に
つ
い
て
」
を
執
筆
し
て
い
る
。

〔
註
6
〕
五
十
嵐
家
と
佐
野
家
の
関
係
に
つ
い
て
、
一
説
に
岩
船
（
現
村
上
市
）
の
五
十
嵐
久
右
衛
門

の
三
人
の
息
子
（
久
之
助
・
久
蔵
・
久
太
）
の
う
ち
、
三
男
久
太
が
新
潟
の
佐
野
家
に
養
子
に
入
り
、

そ
の
子
ど
も
が
浚
明
で
あ
る
と
い
う
話
が
、
岩
船
の
五
十
嵐
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

〔
註
7
〕
狩
野
派
の
良
信
を
名
乗
っ
て
い
た
絵
師
を
調
べ
る
と
、
数
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
藤
岡
作
太
郎

著
『
近
世
絵
画
史
』（
明
治
三
六
〔
一
九
〇
三
〕
年
）
に
お
い
て
は
、「
そ
の
時
代
を
考
え
ふ
る
に
、
浚

明
が
師
と
せ
し
は
、
内
藤
一
翁
（
松
栄
の
門
人
）
の
孫
狩
野
一
渓
な
ら
ん
か
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
前

掲
の
横
山
氏
の
論
文
内
の
検
証
で
は
、「
そ
の
時
代
か
ら
考
え
る
に
、
表
絵
師
の
根
岸
御
行
松
狩
野
家

の
良
信
仁
信
（
栄
信
）
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
展
覧
会
『
蕭
白
シ
ョ
ッ

ク
‼　

曾
我
蕭
白
と
京
の
画
家
た
ち
』
展
図
録
所
収
の
伊
藤
紫
織
氏
の
論
考
「『
唐
画
』
と
し
て
の
曾

我
蕭
白
と
蕭
白
前
史
」
に
よ
れ
ば
、「
狩
野
良
信
は
不
明
。
良
信
と
も
名
乗
っ
た
駿
河
台
狩
野
家
の
洞

春
福
信
は
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
没
。
若
く
し
て
江
戸
へ
出
て
い
れ
ば
師
事
出
来
た
可
能
性
は
あ

る
。」
と
し
て
い
る
。

狩
野
派
の
「
良
信
」
と
い
う
こ
と
で
名
前
が
挙
が
る
人
物
は
八
人
く
ら
い
い
る
が
、
時
代
で
絞
っ

て
ゆ
く
と
、
上
記
の
三
名
を
含
む
四
名
に
絞
ら
れ
る
。
奥
絵
師
の
狩
野
宗
家
中
橋
家
か
ら
根
岸
御
行

松
家
を
立
ち
上
げ
た
一
渓
重
信
の
二
代
目
内
藤
一
翁
（
一
渓
重
良
）
は
慶
長
四
（
一
五
九
九
）
〜
寛

文
二
（
一
六
六
二
）
年
。
そ
の
子
狩
野
内
膳
良
信
も
、
遅
く
生
ま
れ
た
と
し
て
も
浚
明
が
学
ん
だ
享

保
一
四
（
一
七
二
九
）
年
頃
に
は
八
十
歳
代
で
、
ぎ
り
ぎ
り
教
え
る
こ
と
が
、
で
き
た
か
ど
う
か
、

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
可
能
性
は
低
い
。
次
に
、
駿
河
台
狩
野
家
の
洞
春
福
信
の
場
合
で
あ
る
が
、
没

年
と
浚
明
が
江
戸
に
出
た
年
代
に
六
年
の
開
き
が
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ

る
。
根
岸
御
行
松
家
の
狩
野
良
信
栄
信
（
一
七
〇
四
〜
一
七
八
五
）
は
年
代
的
に
最
も
適
合
す
る
。

浚
明
よ
り
四
歳
年
下
の
師
の
教
え
に
、
魅
力
を
感
じ
な
か
っ
た
と
し
て
も
納
得
が
ゆ
く
。
他
に
探
幽

の
門
人
で
鶴
沢
探
山
（
一
六
五
五
〜
一
七
二
九
）
の
名
が
良
信
で
あ
る
。
ぎ
り
ぎ
り
没
年
に
浚
明
が

入
門
し
、
師
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
郷
里
に
戻
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
探
幽
に
学

ん
だ
後
は
京
都
で
鶴
沢
派
の
祖
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
違
う
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
浚
明
が
門
戸
を
た
た
い
た
の
は
、
根
岸
御
行
松
家
の
狩
野
良
信
栄
信
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

〔
註
8
〕『
画
乗
要
略
』
の
記
述
に
よ
る
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
浚
明
が
梁
楷
「
八
仙
人
図
」、
李
公
鱗

の
臥
軸
、
張
平
山
の
人
物
、
狩
野
雅
楽
亮
の
朱
梅
と
古
績
な
ど
数
十
幅
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
。

〔
註
9
〕『
舟
江
遺
芳
録
』
等
の
記
述
に
よ
る
。『
画
乗
要
略
』
の
高
田
敬
甫
の
項
に
は
、
四
条
派
の
絵

師
柴
田
義
董
が
、
敬
甫
と
浚
明
は
、
都
に
い
れ
ば
、
狩
野
山
楽
と
海
北
友
松
に
匹
敵
し
た
で
あ
ろ
う

と
述
べ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

〔
註
10
〕
顧
行
の
誕
生
も
新
潟
へ
の
帰
郷
の
一
要
因
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
顧
行
は
字
が
子
謹
。

号
は
北
海
。
浚
明
が
結
婚
し
た
時
期
と
顧
行
生
年
に
関
す
る
記
述
は
な
い
が
、
元
誠
の
生
年
延
享
三

（
一
七
四
六
）
年
と
、
三
浦
迂
斎
に
贈
ら
れ
た
『
逆
旅
勧
盃
』（
宝
暦
一
二
〔
一
七
六
二
〕
年
）
に
記

載
さ
れ
た
子
謹
十
九
歳
、
子
勉
（
元
誠
）
十
六
歳
の
年
齢
差
か
ら
考
え
合
わ
せ
た
。『
画
乗
要
略
』
に

「
子
謹
其
画
似
乃
翁
又
善
書
」（
絵
は
父
譲
り
で
書
も
良
く
し
た
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
明
和
七

（
一
七
七
〇
）
年
二
十
八
歳
で
亡
く
な
る
た
め
、
作
品
が
ほ
と
ん
ど
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念

で
あ
る
。
唯
一
『
逆
旅
勧
盃
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
十
九
歳
の
時
の
書
画
か
ら
作
風
を
窺
う
こ
と
が

4_大森_貼付id8.indd   444_大森_貼付id8.indd   44 2015/03/20   9:092015/03/20   9:09
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



43

大森慎子「五十嵐浚明の作品に関する一考察」

│
一
四
│

で
き
る
。
詩
に
つ
い
て
は
、
巌
田
洲
尾
の
『
萍
踪
録
』
に
一
編
の
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

〔
註
11
〕『
舟
江
遺
芳
録
』
に
よ
れ
ば
、
浚
明
が
帰
郷
す
る
に
あ
た
り
、
宇
野
士
新
以
下
数
十
人
が
詩

文
書
画
を
贈
り
、
こ
れ
を
浚
明
は
一
冊
の
画
帳
に
仕
立
て
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
大
正
三
〔
一
九
一
四
〕

年
当
時
に
は
、
そ
れ
は
新
潟
の
料
亭
鍋
茶
屋
に
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
現
在
敦
井
美
術
館
に
所

蔵
さ
れ
る
《
渭
城
柳
色
図
》
は
、
新
潟
県
に
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
が
、
二
十
二
歳
の
池
大

雅
が
書
い
た
画
帳
の
タ
イ
ト
ル
と
、
渭
水
の
ほ
と
り
で
別
れ
を
惜
し
む
王
維
の
詩
「
渭
城
柳
色
」
を

題
材
に
描
い
た
詩
画
が
、
一
本
の
幅
に
仕
立
て
て
ら
れ
て
い
る
。《
渭
城
柳
色
図
》
は
、
大
雅
が
描
い

た
作
品
の
中
で
も
最
も
早
い
年
代
の
作
品
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

近
衛
公
よ
り
絹
地
を
、
大
徳
寺
よ
り
紋
綸
子
を
賜
り
、
帰
郷
し
て
か
ら
こ
の
絹
に
絵
を
描
き
，
綸
子

に
詩
を
書
い
て
、
一
双
の
屏
風
に
仕
立
て
、
大
正
時
代
に
は
藤
井
氏
の
風
流
満
千
楼
に
飾
ら
れ
て
い

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
註
12
〕
文
献
か
ら
は
、
浚
明
が
法
眼
位
を
受
け
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、「
延
享
改
元
春
叙
法
眼

位
」（
朱
文
方
印
）
が
押
印
さ
れ
た
作
品
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
に
法
眼

位
に
叙
せ
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

〔
註
13
〕
元
誠
は
字
が
仲
勉
、
子
勉
と
も
。
通
称
竹
次
郎
。
号
は
片
原
。
片
原
町
（
東
堀
）
に
家
を
構

え
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
号
を
名
乗
っ
た
と
言
わ
れ
る
。『
画
乗
要
略
』
に
よ
れ
ば
、「
仲
曰
く
元
誠

は
人
物
に
長
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
残
さ
れ
て
い
る
作
品
は
少
な
い
が
、
人
物
な
ど
描
い
た
も
の

が
何
点
か
あ
り
、
そ
の
技
量
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

〔
註
14
〕
元
敬
は
字
が
季
恭
、
ま
た
は
子
明
・
子
恭
。
浚
明
の
元
の
姓
佐
野
を
名
乗
る
。『
画
乗
要
略
』

は
、「
叔
曰
く
元
敬
は
詩
書
画
と
も
兼
ね
美
し
」
と
記
さ
れ
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
作
品
か
ら
そ
の
力

量
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
元
敬
は
、
法
眼
位
を
受
け
て
い
る
。
生
没
年
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る

が
、
顧
行
が
亡
く
な
っ
て
引
継
い
だ
元
誠
が
、
家
督
を
す
ぐ
に
元
敬
に
譲
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
さ
ほ

ど
元
誠
と
の
年
の
差
は
大
き
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
，
三
浦
迂
斎
が
訪
ね
た
際
、『
逆
旅
勧
盃
』

に
元
敬
の
画
は
掲
載
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
元
服
前
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、『
北
越
詩

話
』
の
「
呉
其
正
」
の
項
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
当
時
坂
口
五
峰
が
所
蔵
し
て
い
た
天
明
八
（
一
七
八
八
）

年
冬
に
制
作
さ
れ
た
「
嵐
門
合
作
寒
山
拾
得
」
に
、
元
敬
の
長
男
其
正
（
北
汀
）
十
四
歳
が
寒
山
を
、

元
誠
の
長
男
主
善
（
竹
沙
）
十
五
歳
が
虎
を
描
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
其
正
が
生
ま
れ
た
安

永
四
（
一
七
七
五
）
年
に
は
一
家
を
構
え
る
年
で
あ
っ
た
。
以
上
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
元
誠
よ
り

三
〜
五
歳
年
下
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

〔
註
15
〕
芝
山
納
言　

山
城
の
国
（
現
在
の
京
都
南
部
）
の
公
家
の
一
族
。
勧
修
寺
家
（
芝
山
家
は
こ

の
別
称
）
の
五
代
重
豊
（
一
七
〇
三
〜
一
七
六
六
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
初
代
よ
り
代
々
歌
道
を

業
と
し
た
と
い
う
。

〔
註
16
〕『
新
撰
増
補
和
漢
書
画
一
覧
』（
天
明
六
年
刊
）
に
は
、「
五
十
嵐
氏
省
テ
五
ヲ
呉
ト
シ
呉
俊

明
ト
ス
」
と
あ
る
。
中
国
風
の
絵
を
描
い
た
浚
明
に
、
何
ら
か
の
理
由
で
中
国
風
の
姓
と
し
て
「
呉
」

姓
が
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
真
相
は
定
か
で
な
い
が
、
多
く
の
姓
の
う
ち
な
ぜ
「
呉
」
な
の

か
、
と
い
う
疑
問
に
触
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

〔
註
17
〕
三
浦
迂
斎　

播
州
高
砂
の
物
産
家
、
旅
行
家
、
著
述
家
、
収
集
家
と
し
て
知
ら
れ
、
木
村
蒹

葭
堂
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
迂
斎
が
息
子
と
と
も
に
大
阪
、
江
戸
、
仙
台
、
松
島
、
鳴
子
、
酒
田
、

象
潟
、
新
潟
、
京
都
、
大
阪
と
旅
し
た
記
録
を
綴
っ
た
『
東
海
濟
勝
記
』（
宝
暦
一
二
〔
一
七
六
二
〕
年
）

の
中
に
、
新
潟
で
は
旧
知
の
五
十
嵐
浚
明
と
の
再
会
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
註
18
〕
三
浦
迂
斎　
『
東
海
濟
勝
記
』（
宝
暦
一
二
〔
一
七
六
二
〕
年
）
に
記
載
。
こ
の
時
、
絵
を
学

ん
だ
安
庸
は
後
に
三
浦
旭
映
と
名
乗
り
絵
を
描
き
、
高
砂
市
周
辺
に
絵
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

（『
高
砂
市
史
』
宮
本
佳
典
氏
著
よ
り
。）

〔
註
19
〕《
画
稿　

孔
明
図
》《
画
稿　

張
飛
図
》（
新
潟
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
に
よ
る
。

〔
註
20
〕
五
十
嵐
竹
沙　

諱
は
主
善
、
字
は
阿
善
・
巨
寶
、
通
称
主
膳
、
号
は
竹
沙
・
静
所
。
父
元
誠

に
絵
を
学
び
、
の
ち
に
江
戸
で
諸
家
に
学
ぶ
。
特
に
亀
田
鵬
斎
に
は
可
愛
が
ら
れ
た
。
江
戸
に
と
ど

ま
り
多
く
の
文
人
ら
と
親
交
を
深
め
、
活
躍
す
る
。
文
化
六
〜
八
（
一
八
〇
九
〜
一
一
）
年
に
鵬
斎

が
越
後
を
遊
歴
す
る
際
随
行
し
た
。

〔
註
21
〕
佐
野
北
汀　

諱
は
其
正
、
字
は
阿
正
・
必
大
・
必
成　

通
称
庄
七
郎
、
号
北
汀
。
は
じ
め
浦

上
春
琴
、
後
に
独
学
で
元
・
明
画
を
学
ぶ
。
詩
・
書
・
画
と
も
優
れ
、
江
戸
・
京
都
を
遊
歴
。
柴
野

栗
山
は
じ
め
多
く
の
文
人
と
交
わ
る
。
他
門
通
り
（
現
新
潟
市
上
大
川
前
通
）
の
素
封
家
に
生
ま
れ

た
白
井
華
陽
（
後
に
岸
駒
門
下
。『
画
乗
要
略
』
の
著
者
）
に
画
の
手
ほ
ど
き
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

〔
註
22
〕
後
桃
園
天
皇　

宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
〜
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年　

第
一
一
八
代
天
皇
。

諱
は
英
仁
（
ひ
で
ひ
と
）。
在
位
は
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
〜
安
永
八
年
ま
で
。
急
逝
し
た
た
め
、

十
月
二
十
九
日
に
崩
御
し
て
い
る
が
、
在
位
は
十
一
月
九
日
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

〔
註
23
〕
神
明
町
の
肝
入
を
務
め
た
佐
藤
家
文
書
「
御
用
留
綴
」（
元
禄
一
〇
〜
安
永
七
）
よ
り
。

〔
註
24
〕
三
浦
東
里　

新
津
出
身
水
原
に
住
む
。
家
の
布
商
を
妹
夫
婦
に
譲
り
、
樋
口
周
南
に
学
ぶ
。

周
南
よ
り
医
学
を
修
め
る
こ
と
を
奨
め
ら
れ
る
。
京
都
で
修
業
の
後
戻
り
、
五
十
嵐
浚
明
の
最
後
を

看
取
る
。

〔
註
25
〕
片
山
北
海
撰
文
の
「
孤
峰
五
十
嵐
先
生
墓
誌
銘
」
よ
り
。

〔
註
26
〕
五
十
嵐
浚
明
調
査
の
基
礎
資
料
と
し
て
は
、
ま
ず
、
新
潟
市
内
に
建
て
ら
れ
た
墓
と
、
二
つ

の
碑
文
が
あ
る
。
墓
は
新
潟
の
善
導
寺
に
あ
り
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
八
月
十
日
に
八
十
二
歳
で

亡
く
な
り
、
十
五
日
に
葬
ら
れ
た
こ
と
と
法
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
つ
は
、
墓

が
あ
る
新
潟
の
善
導
寺
に
残
る
「
孤
峰
五
十
嵐
先
生
墓
誌
銘
」（
天
明
二
〔
一
七
八
三
〕
年
）
で
あ
る
。

こ
の
碑
は
、
元
誠
に
よ
っ
て
依
頼
さ
れ
た
片
山
北
海
が
撰
文
し
永
根
鉉
（
伍
石
、
北
条
氷
斎
）
の
書

に
よ
る
も
の
で
、
浚
明
の
孫
主
善
（
五
十
嵐
竹
沙
）・
主

（
五
十
嵐
泰
庵
）・
巖
田
志
遠
（
洲
尾
の

兄
與
三
右
衛
門
）・
沢
野
専
輔
に
よ
り
建
て
ら
れ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
新
崎
（
現
新
潟
市
）
の

太
古
山
日
長
堂
に
残
る
、「
呉
浚
明
碑
」（
寛
政
一
二
〔
一
八
〇
〇
〕）
年
で
、
孫
佐
野
其
正
の
依
頼
に

よ
り
柴
野
栗
山
撰
文
、
巻
菱
湖
の
書
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
碑
文
が
実
際
に
石
に
刻
ま
れ
た
の

は
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
の
こ
と
で
、
浚
明
か
ら
数
え
五
世
の
孫
泰
安
が
古
山
文
静
の
協
力

を
得
て
建
立
し
て
い
る
。
さ
ら
に
近
世
の
資
料
と
し
て
は
、
白
井
華
陽
の
当
時
の
画
家
を
紹
介
し
た

著
書
『
画
乗
要
略
』（
天
保
三
〔
一
八
三
二
〕
年
）
と
、
宇
野
士
新
《
送
法
橋
嵐
君
還
越
後
》（
寛
保

三
〔
一
七
四
三
〕
年
）、
池
大
雅
《
渭
城
柳
色
図
》（
延
享
元
〔
一
七
四
四
〕
年
）、
竹
内
式
部
《
送

五
十
嵐
浚
明
君
還
越
後
》（
延
享
元
〔
一
七
四
四
〕
年
）
な
ど
の
い
く
つ
か
の
書
画
に
書
か
れ
た
も
の

が
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
朝
岡
興
禎
編
著
『
古
画
備
考
』
の
二
十
七
巻
（
嘉
永

四
〔
一
八
五
一
〕
年
頃
）
に
は
、
五
十
嵐
浚
明
の
解
説
と
系
図
が
掲
載
さ
れ
る
。
さ
ら
に
後
の
資
料

と
し
て
は
、
桜
井
市
作
著
『
舟
江
遺
芳
録
』（
大
正
三
〔
一
九
一
四
〕
年
）、
坂
口
五
峰
『
北
越
詩
話

巻
二
』（
大
正
七
〔
一
九
一
八
〕
年
）、
今
泉
鐸
次
郎
『
北
越
名
流
遺
芳
』（
大
正
七
〔
一
九
一
八
〕
年
）

な
ど
に
詳
細
な
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
註
27
〕
廣
嶋
維
明　

生
没
年
不
詳
。
字
は
士
興
、
号
は
鶴
皐
。
浚
明
に
学
ぶ
。
そ
の
子
如
雲
も
絵
を
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│
一
五
│

良
く
す
る
。
如
雲
の
子
、
鼎
介
は
画
を
学
び
機
敏
で
知
恵
も
あ
り
、
後
に
鋳
物
の
龍
文
堂
の
入
り
婿

と
な
る
。
龍
文
堂
の
名
は
泰
輔
。
そ
の
技
は
極
め
て
優
れ
、
精
巧
で
そ
の
名
を
広
め
た
。

〔
註
28
〕
森
蘭
斎　

元
文
五
（
一
七
四
〇
）
年
〜
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
、
頚
城
郡
新
井
村
（
現
在

の
妙
高
市
）
に
生
ま
れ
る
。
元
の
姓
は
不
明
。
森
田
家
に
養
子
に
入
る
。
名
は
文
祥
、
字
は
九
江
、

通
称
子
禎
・
鳴
鶴
。
号
は
蘭
斎
。
は
じ
め
浚
明
に
学
ぶ
。
そ
の
頃
の
字
は
登
明
。
浚
明
の
奨
め
も

あ
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
が
、
長
崎
で
医
学
を
修
め
、
熊
代
熊
斐
（
く
ま
し
ろ
ゆ
う
ひ
）
に

南
蘋
派
の
花
鳥
を
学
ぶ
。
三
十
五
歳
で
帰
郷
す
る
が
、
画
の
需
要
が
な
く
、
高
崎
、
大
阪
、
江
戸
日

本
橋
へ
と
移
り
住
む
。
江
戸
で
は
加
賀
藩
の
お
抱
え
絵
師
と
し
て
活
躍
。

〔
註
29
〕
芳
明　

生
没
年
、
姓
、
経
歴
な
ど
一
切
不
明
。
浚
明
を
臨
模
し
た
図
巻
が
残
る
。
印
章
か
ら

姓
に
は
山
が
付
き
、
字
は
子
元
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
註
30
〕
加
賀
の
千
代
女　

元
禄
一
六
（
一
七
〇
三
）
〜
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
。
加
賀
の
国
、
松

任
（
現
在
の
石
川
県
白
山
市
）
で
表
具
師
福
増
屋
六
兵
衛
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。
享
保
四

（
一
七
一
九
）
年
十
七
歳
の
時
、
諸
国
行
脚
を
し
て
い
た
各
務
支
考
を
訪
ね
、
俳
句
の
才
能
を
認
め
ら

れ
る
。
十
八
歳
で
嫁
ぐ
も
二
十
歳
で
夫
と
死
別
。
三
十
歳
の
時
京
都
で
浚
明
に
絵
を
学
ん
だ
と
い
う
。

五
十
二
歳
で
剃
髪
し
素
園
と
号
し
た
。
七
十
二
歳
の
時
に
蕪
村
の
『
玉
藻
集
』
の
序
文
を
書
く
。
句

集
多
数
。

〔
註
31
〕
巌
田
洲
尾　

寛
政
四
（
一
七
九
二
）
〜
文
化
一
三
（
一
八
一
六
）
年
。
名
は
恕
卿
、
字
は
忠

治
、
号
は
洲
尾
、
夙
夜
堂
。
新
潟
町
の
廻
船
問
屋
の
家
に
生
ま
れ
る
。
母
は
浚
明
の
娘
。
幼
い
頃
か

ら
学
問
、
画
工
に
優
れ
る
。
十
八
歳
の
時
信
州
松
本
の
龍
田
梅
斎
に
学
び
、
後
に
江
戸
で
学
ぶ
。『
萍

踪
録
』『
謳
盟
集
』『
徐
天
池
詩
集
』
な
ど
を
刊
行
。
文
人
ら
と
の
交
流
も
多
か
っ
た
。
二
十
五
歳
の

時
、
上
京
の
途
上
に
訪
ね
た
松
本
で
亡
く
な
る
。

〔
註
32
〕『
五
十
嵐
浚
明
詩
稿
』
新
潟
県
立
図
書
館
の
五
峰
文
庫
の
ひ
と
つ
。
浚
明
の
手
描
き
に
よ
る

書
付
帳
。
宝
暦
元
（
一
七
五
一
）
年
・
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
〜
九
年
（
一
七
五
九
）・
宝
暦
一
〇

（
一
七
六
〇
）
〜
一
二
（
一
七
六
二
）
年
・
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
の
四
冊
が
現
存
し
て
い
る
。

〔
註
33
〕
三
条
市
歴
史
民
俗
産
業
資
料
館
平
成
二
五
年
度
企
画
展
「
屏
風
絵
の
世
界
│
描
か
れ
た
中
国

│
」（
二
〇
一
三
年
四
月
十
六
日
〜
六
月
十
六
日
）
の
後
期
展
示
五
月
十
四
日
〜
六
月
十
六
日
に
展
示

さ
れ
た
。

〔
註
34
〕
長
岡
市
与
板
町
の
津
野
神
社
の
絵
馬
は
、
表
現
が
ず
い
ぶ
ん
異
な
る
が
、
浚
明
の
作
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
高
砂
神
社
の
絵
馬
と
良
く
似
た
絵
馬
が
、
山
口
県
下
関
市
の
住
吉
神
社
、
周
防

大
島
町
の
鹽
竃
神
社
に
も
あ
る
こ
と
が
、
個
人
で
「
浚
明
研
究
会
」
と
称
し
て
調
査
を
し
て
い
る
燕

市
の
山
田
城
介
氏
に
よ
り
発
見
さ
れ
て
い
る
。

〔
註
35
〕
額
縁
に
「
菅
野
五
郎
兵
衛
善
郷
手
船
中
納
」「
明
和
七
庚
寅
年
」（
明
和
七
〔
一
七
七
〇
〕
年
）

と
あ
る
（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
『
兵
庫
の
絵
馬
』
一
九
八
六
年
よ
り
）。
ま
た
、
画
中
に
記
さ
れ
た

落
款
に
は
呉
姓
を
用
い
て
い
る
た
め
、
六
十
歳
代
終
わ
り
頃
描
い
た
も
の
を
、
こ
の
よ
う
な
形
に
し

て
、
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
に
奉
納
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
註
36
〕〔
註
5
〕
参
照
。
前
述
の
通
り
、
当
寺
に
は
、
浚
明
の
孫
、
主
善
（
元
誠
の
長
子
）
と
其
正
（
元

敬
の
長
子
）
が
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
に
描
い
た
《
山
水
人
物
押
絵
貼
屏
風
》
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

主
善
・
其
正
と
も
ま
だ
若
く
、
江
戸
へ
出
る
前
の
主
善
（
竹
沙
）
の
作
品
と
、
巌
田
洲
尾
や
白
井
華

陽
に
教
え
た
と
さ
れ
る
が
作
品
が
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
其
正
（
北
汀
）
の
作
品
は
、
い
ず
れ
も

珍
し
く
、
浚
明
の
数
少
な
い
花
鳥
を
描
い
た
大
作
と
と
も
に
、
大
変
貴
重
で
あ
る
。

〔
註
37
〕『
會
津
八
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
近
世
書
画
』
展
覧
会
図
録
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
會
津
八
一

が
昭
和
二
三
年
に
新
潟
市
内
で
購
入
し
た
も
の
と
い
う
。
奥
書
に
は
画
は
壮
年
時
に
描
か
れ
た
も
の

で
、
後
に
五
十
嵐
家
の
家
人
が
画
巻
に
詩
を
題
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
き
た
た
め
、
題
し
た
と
書
か

れ
て
い
る
。
ま
た
老
眼
の
た
め
、
画
を
描
い
た
時
の
よ
う
な
細
か
い
描
写
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

を
惜
し
む
気
持
ち
も
綴
ら
れ
た
珍
し
い
作
品
で
あ
る
。
成
澤
勝
嗣
教
授
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に

題
さ
れ
て
い
る
山
水
詩
八
首
は
、『
五
十
嵐
浚
明
詩
稿　

丁
丑
』
に
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
詩

を
題
し
た
の
は
、
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
頃
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

〔
註
38
〕
過
去
に
紹
介
さ
れ
た
特
別
展
は
「
近
世
い
な
み
野
の
文
化
」
展
（
一
九
九
一
年
）
と
、「
東

播
磨
の
文
化
財
│
加
古
の
流
れ
の
中
で
│
」
展
（
二
〇
〇
七
年
）。

〔
註
39
〕
芳
明
《
臨
画
図
巻
》
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
、
新
潟
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
。

〔
註
40
〕
ち
な
み
に
、
画
巻
に
も
う
一
点
納
め
ら
れ
て
い
る
子
勉
の
山
水
図
は
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た

山
水
図
と
は
全
く
違
う
表
現
で
、
元
誠
が
片
原
町
に
独
立
し
た
後
に
描
い
た
《
袁
氏
別
業
図
・
尋
隠

之
者
遇
意
》（「
新
潟
・
文
人
去
来
」
展
図
録
に
掲
載
）
と
近
い
描
き
方
を
し
て
い
る
。
浚
明
と
は
違

う
元
誠
ら
し
さ
が
出
た
細
密
な
表
現
の
絵
と
し
て
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

〔
註
41
〕
前
掲
『
平
成
二
五
年
度
新
潟
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
所
収
。

〔
註
42
〕
十
輪
寺
所
蔵
の
双
幅
《
商
山
四
皓
図
・
虎
渓
三
笑
図
》
は
、
一
幅
が
縦
一
一
四
・
〇
×
幅

六
六
・
〇
セ
ン
チ
の
大
作
で
あ
る
。
落
款
が
「
法
眼
呉
浚
明
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
十
歳
代
に
描

か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
人
物
を
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
描
い
た
も
の
は
、
他
に
あ
ま
り
見
な
い
。

〔
註
43
〕
ほ
ぼ
同
じ
図
柄
の
作
品
《
寿
老
人
図
》
が
、
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
作
品
の
落
款
の
違
い
は
、
他
作
品
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
比
較
研
究
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

〔
註
44
〕
二
〇
〇
七
年
に
新
潟
市
歴
史
博
物
館
開
館
三
周
年
記
念
企
画
展
「
新
潟
・
文
人
去
来
│
江
戸

時
代
の
絵
画
を
楽
し
む
│
」
で
五
十
嵐
浚
明
の
代
表
的
な
作
品
を
含
め
十
四
作
品
を
出
品
し
、
図
録

を
制
作
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
私
自
身
研
究
者
ら
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

展
覧
会
を
見
た
千
葉
市
美
術
館
の
伊
藤
紫
織
氏
が
担
当
し
た
、
前
掲
「
蕭
白
シ
ョ
ッ
ク
‼　

曾
我
蕭

白
と
京
の
画
家
た
ち
」
展
で
浚
明
が
紹
介
さ
れ
、
四
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。

（
お
お
も
り
・
し
ん
こ　

新
潟
市
新
津
美
術
館　

主
幹
・
学
芸
員
）
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